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i  は  し め  :こ

圃場における前作物と後作物の間あるいは混作物の間に

は,光や水 養分などの競合があるだけでなく植物間の相

互作用が働いていると考えられる。野菜類の作物間相互作

用の実態を解明し栽植組み合わせの好適関係を検索する研

究の一環として,野菜の水抽出液をつくり,野菜の種類や

抽出部位による作用の差異,抽出液の性状と作用との関係

を作物種子の発芽率や幼根の伸長などの面から検討 した。

2試 験 方 法

に)抽出野菜の種類 : アプラナ科 (キ ャベツ,ハ クサ

イ,ダイコン,カ プ ),ナス科 (ト マ ト,ナ ス),マ メ科

(イ ンゲンマメ,エ ダマメ ),ウ リ科 (キ ュウリ,カ ボ

チャ),ユ リ科 (ネ ギ,ア スパ ラガス ),キ ク科 (レ タ

ス ),セ リ科 (ニ ンジン),アカず科 (ホ ウレンソウ),

シツ科 (ン ソ),シ ョウガ科 (ミ ョウガ)の 17種である。

表 1 茎葉部抽出液の性状と発芽 初期生育

抽出作物

12)抽出液の調製 : 採取した野菜を茎葉部と地下部な

どに分けて水洗し切断した後,70℃ で乾燥 して粉末にした。

この粉末 4夕 に蒸溜水120777を加え20～ 25℃ の室温に一昼

夜放置してろ過 し,電導度 ‐屈折率 pHを 測定 して, 3

℃の低温庫に貯蔵 しておき,作用を検定した。

3)発芽と初期生育の調査 : 検定作物としてはダイコ

ン・キャベツ レタス トマ ト ネギ キュウリ・シュン

ギク アルファルファ ライムギを用い,シ ャーレにろ紙

を 2枚敷き,種子を50粒ずつ 2反復で置床 し,抽出液を内

径12ぃ ィャーンには10",内径 9御 シャーレには 5潔添加

し,25℃ (シ ュンギクは20℃ )暗条件の定温器に収容した。

調査は日別発芽数と発芽勢締め切り日における開葉状況

生体重・胚軸長・幼根長・毛細根量・根被害長などについ

て行い,蒸溜水を用いた対照の値と比較した。

3 結 果 及 び考 察

ll)抽出液の性状 : 茎葉部の水抽出液の性状は表 1に

発 芽 生 育 状   況

発芽勢  発芽日数  胚軸長 幼根長  生体重 毛細根 根被害

キ ャ ベ

ハ ク サ

ダ イ コ

カ

ト  マ

ツ

イ

ン

プ

ト
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70
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27       24

2'       21

30       21

27       19

39        35

42       21

28       27

61       41

35       21

68       52

53       40

37       32

26        33

3,       40

20         19

49        35

22       14

100       100

50        51       23

56       47      22

59        89       22

5,       32      25

59       44       26

64        35       29

47        42       28

77        61       13

54       33       15

76       62       12

66        51       24

60        36       39

53       39      48

64        56       12

43       22       78

60        48       20

54       24       71

100      100       0

注.電導度 :ms/m.屈折率 :Brix%.発芽生育の各項目は対照を基準とした指敵で ,検定作物 8種の平均値。

抽 出 液 の 性 状

電導度 屈折率  pH
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8 00

313

4 20
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25,

5 37

6 28

3 63
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5 28
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18   578
2 2     5 93

20   615
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1 2     5 12

1 2      6 20

1 3     660

1 4     653
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08     635

16   513
1 2     5 ,5

1 5     702

1 4     6 20

1 4       5 70

1 2     6 02

1 0     5 99

0 0      6 20
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示したが,全体として電導度は14～ 98mS′
"の

範囲にあ

って,レタス外葉 キャベツ外葉 ‐カブ葉などが高く,キ ャ

ベツ‐キュウリ ナス ミョウガ アスパラガス トマ ト

などの地 F部は低く,抽出部tF別では茎葉部>地 ド部の関

係がみられた。屈折率 (Brix)は 05～ 22%の 範囲に

分布し,高い値を示したのはハクサイ葉,キ ャベツ球部 ,

レタス球部とダイコン アスパラガス・カブ ニンジンの

地 下部であり,こ れに対してインゲンマメ・キャベツ・シ

ツ キュウリ ナス エダマメ トマトの地下部の値は低

かった。概して根菜類とアスパラガスの地下部,葉菜類の

球部は高い値を示 した。pHの値は58～ 73の 範囲で
,

キュウリ茎葉,レ タス外葉,イ ンゲンマメ基葉などはやや

高く,キ ャベツ球部, トマ ト茎葉,ネ ギなどは低かった。

12)作 日間の作用の比較 : すべての供試野菜の抽出液

は検定作物の種子の発芽や初期生育を阻害又は抑制した。

しかも調査形質により悪影響の程度は異なった。茎葉抽出

液の影響について検定作物 8種の平均値を表 1に示した。

発芽生育への悪影響の大きい野菜はレタス キャベツ・イ

ンゲンマメ・ホウレンソウ・ ミョウガ ‐カプなどであり,

悪影響の比較的小さい野菜はキュウリ カボチャ・エダマ

メ・ トマ ト‐ネギ シツなどであった。

13)抽 出部位による作用の差異 : 発芽勢を例に表2に

示した。供試したほとんどの野菜で悪影響は茎業部で大き

く,地下部では小さく,球部や葵は中間値を示す場合が多

かった。ただし,ネ ギ ハクサイ エダマメ・ニンジンで

は大差なく,アスパラガスでは逆の傾向がみられた。

141 検定作物の感受性 : 表-1に示すように調査項日

によって検定作物に対する水抽出液の影響の強さが異なっ

た。発芽勢に水抽出液の影響が大きく表れた検定作物はレ

タス,次いでキャベツ,発芽日数ではキャベツ,次いでレ

タスとアルファルファ,胚軸長ではレタス,次いで トマ ト

ダイコンなど,幼根長では大差なく,毛細根量ではキャベ

ツ,次いでレタス シュンギクなどであった。概してレタ

スとキャベツは影響を受けやすく,ダイコン キュウリ

ネギ ライムギなどは影響が小さめの傾向がみられた。

6)作物間相 FLの作用 : 個々の作物間の作用のうち検

定作物ごとに発芽生育への悪影響の大きい抽出野菜名と比

較的小さい抽出野菜名を挙げると次のようである。レタス

:イ ンゲンマメ カプ>カ ボチャ・エダマメ。キャベツ :

インゲンマメ・ レタス・キュウリ>カ ボチャ シソ。ダイ

コン :レ タス ホウレンソウ ミョウガ>カ ボチャ。 トマ

ト :イ ンゲンマメ・ レタス・ナス・ ミョウガ>ア スパラガ

ス・エダマメ。キュウリ :ア スパラガス・ ミョウガ>カ ボ

チャ‐エダマメ。ネギ :イ ングンマメ ホウレンソウ キ

ュウリ・カブ>ネ ギ。シュンギク :ホ ウレンソウ・ ミョウ

ガ>ネ ギ・エダマメ。アルファルファ :ホ ウレンソウ・キ

注.電導度はms/伽 発芽勢は対照を 100と した検定

作物 7種の平均値。

ャベツ・ インゲンマメ>シ ツ‐ネギ。ライムギ :ホ ウレン

ソウ・ インゲンマメ・ ミョウガ>カ ボチャ‐エダマメ。以

上のように,作物の種類,例えば植物学上の近縁関係によ

る特異的な作目選択作用性は認められなかった。

16)抽出液の性状と作用との関係 : 抽出液の屈折率や

pH,色調などと発芽抑制の間には一定の傾向は認められな

かったが,茎葉部における電導度が大きい作目ほど発芽勢

が低い傾向がみられた (表 2)。 電導度と発芽勢の間に相

関係数-079,寄与率64%が得られ,発芽勢は溶液のイオ

ン化物質の多少と関連する可有ヒ性があると考えられた。し

かし,電導度は発芽日数や胚軸長との間に有意な相関関係

がなく幼根長や生体重などとの間にも一定の傾向は認めら

れなかった。

4 ま  と  め

作物間の栽植組み合わせの好適関係を解明するため,野

菜17種の水抽出液について作物種子の発芽と生長に対する

作用を調べた。その結果,すべての野菜抽出液で発芽の阻

害又は抑制が認められた。抽出部位別の悪影響をみると,

地下部より茎葉部で概して強いが,ア スパラガスは逆の傾

向を示した。茎葉冊 由出液の悪影響の大きい作目はレタス

ホウレンツウ キャベツ インゲンマメ ミョウガ カブ

などで,悪影響の小さい作目はキュウリ カボチャ‐エダ

マメ・ トマ ト ネギ シツなどであった。検定作物との間

に特異的な作目選択作用は認められなかった。

発 芽 勢
抽出作物

茎葉部 地下部

キ

ダ

カ

ト

イ

ツ

ン

プ

ト

65

47

71

56

87

72

46

92

64

84

82

7,

35

77

64

81

67

82

82

76

97

97

84

96

99

99

83

61

86

75

91

100

ク サ

ヤ  ベ

イ コ

マ

ナ    ス

インゲ ンマメ

エ ダ マ メ

キ ュ ウ リ

カ ボ チ ャ

ネ    ギ

アスパ ラガス

レ  タ  ス

ニ ン ジ ン

ホウレンソウ

ン    ソ

表 2 抽出部位別の電導度と発芽勢

茎葉部 地下部

589   276
807     1 35

645     3 83

800      4 94

314     1 74

389      1 40

504     3 10

256     2 13

538      1 53

627      4 06

363     4 37

299     1 71

981     4 63

5 28      2 86

5 67     3 89

4 43     2 13
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